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2009年駿河湾地震における破壊初期のイメージング

Imaging of rupture at beginning stage of the 2009 Suruga-bay
earthquake
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2009年8月11日午前5時7分（日本時間）に静岡県駿河湾を震源とするMjma6.5の地震が発生し
た．震源付近の伊豆市，焼津市等では震度6弱が観測され，御前崎では600 gal以上の最大加速度
が報告された．この地震はP波初動発震機構解と長周期モーメント・テンソル解が大きく異なる
ことと詳細な余震分布を基に最初に南東傾斜の断層面がすべり，続けて北東傾斜の断層面が滑っ
たと推定されている（例えば，鈴木・他, 2009,地震学会秋季大会）．本研究では地震開始後初期
の破壊過程を探るため，近地の強震波形記録のP波を用いてイメージング（手法はTakenaka et
al., 2009）を行った．用いた強震波形は，震央距離が18～73kmのK-NETとKiK-net，F-net観測
点計45点の記録である．震源は気象庁の一元化震源（深さ23 km），速度構造モデルはJMA2001
（上野・他, 2002）を用いた．イメージングは，様々な深さの水平断面で地震開始から0.4秒おき
に地震波の放射強度分布をマッピングした．その結果，地震開始後約1.2秒後に深さが震源より
も約2 km上の付近で破壊が2枚目の断層に乗り移っている像を得た．今回用いた観測点は破壊開
始後3.5秒後までのイメージングを行うためS-P時間の短い震源近傍の観測点は用いていない．そ
のため深さ方向の分解能が高くないと考えられる．今後は，破壊の2枚目断層への乗り移りをタ
ーゲットにし，震源近傍の観測点も用いて深さ方向の分解能をあげていく予定である．
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